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４
　
一
闡
提
成
・
不
成
の
思
想

衢
　
一
切
皆
成
・
五
性
格
別

「
た
と
え
、
こ
こ
に
救
済
あ
り
、
そ
れ
に
い
た
る
道
あ
り
と
し
て
も
、
は
た
し
て
萬
人
救
い
に
い
た
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
い
た

ら
ざ
る
者
あ
り
や
。
或
い
は
理
論
的
に
は
萬
人
救
わ
る
べ
き
も
、
現
実
に
は
特
定
者
の
み
救
わ
る
る
や
。
し
か
し
て
、
も
し
救

わ
る
る
者
と
救
わ
れ
ざ
る
者
と
あ
り
せ
ば
、
そ
れ
は
何
に
よ
る
の
で
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の
要
因
は
如
何
と
も
な
し
難
き
先
天

的
・
本
性
的
な
も
の
な
る
か
。
そ
れ
と
も
、
後
天
的
・
修
養
的
の
も
の
な
る
か
」
と
問
わ
れ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
も
、
ま
ず
〈
神
〉
論
確
定
し
て
、
論
点
は
〈
救
済
〉
論
に
移
り
、
万
人
救
済
論
（universalism

）

と
、
特
定
者
救
済
論
（particularism

）
と
に
わ
か
れ
、
さ
て
は
死
後
に
〈
煉
獄
〉
さ
え
案
出
さ
れ
て
論
議
応
酬
を
く
り
か
え

し
、
多
種
多
様
な
説
が
唱
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
俄
然
佛
教
に
お
い
て
も
、
こ
の
萬
人
救
済
説
と
特
定
者
救
済
説
と
の
論
議

は
、
印
度
、
中
国
、
日
本
三
国
に
わ
た
っ
て
華
々
し
く
展
開
さ
れ
て
来
た
。

徹
底
的
唯
一
神
論
に
立
つ
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
、
人
間
の
救
済
問
題
は
、
あ
く
ま
で
も
神
と
の
関
係
に
お
い
て
決
定
さ

れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
成
仏
を
以
て
究
極
と
す
る
佛
教
に
お
い
て
は
、〈
佛
性
〉・
佛
と
成
る
可
能
性
の
問
題
と
な
る
の
で
あ
っ

て
、〈
佛
性
〉
の
問
題
は
ア
ル
パ
に
し
て
オ
メ
ガ
と
も
い
う
べ
き
重
大
な
意
義
を
有
す
る
と
さ
れ
る
。
し
か
も
、
単
な
る
机
上
の

論
議
を
突
き
抜
け
て
、
論
客
一
人
一
人
の
己
自
身
の
救
済
と
い
う
切
実
な
問
題
な
の
で
あ
る
。

「
一
切
の
経
論
も
、
疏
釈
も
、
見
方
に
よ
り
て
は
、
悉
く
佛
性
問
題
の
種
々
相
な
り
と
言
ふ
を
得
べ
し
。
佛
性
に
関
し
て
究

明
せ
ら
る
べ
き
問
題
頗
る
多
し
。
こ
れ
と
真
如
と
の
関
係
、
こ
れ
と
人
性
と
の
関
係
、
は
た
又
、
こ
れ
と
発
心
修
行
と
の

関
係
、
こ
れ
と
無
明
と
の
関
係
、
殊
に
こ
れ
と
如
来
と
の
関
係
等
数
へ
来
れ
ば
、
佛
教
教
理
の
全
般
に
及
ぶ
の
勢
あ
り
。」

と
は
、
大
著
『
佛
性
の
研
究
』
冒
頭
に
お
け
る
常
盤
大
定
師
の
発
言
で
あ
る漓
。
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た
と
え
ば
、
現
在
の
課
題
『
涅
槃
経
』
は
教
義
上
か
ら
す
れ
ば
、
佛
身
常
住
の
旗
幟
を
高
揚
し
、
そ
こ
よ
り
一
切
衆
生
の
佛

性
遍
在
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
は
一
闡
提
成
佛
が
展
開
さ
れ
る
が
如
く
見
ゆ
る
け
れ
ど
も
、
ま
た
逆
に
、
一
闡
提
の
成
仏
の
た
め

に
は
一
切
衆
生
の
佛
性
普
遍
が
背
景
と
な
り
、
そ
の
佛
性
遍
在
の
事
実
を
根
源
的
に
基
礎
づ
け
る
大
前
提
と
し
て
佛
身
常
住
の

思
想
が
横
た
わ
っ
て
い
る
如
く
見
ゆ
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
〈
佛
性
〉(buddhata,

buddhatva

）
と
は
、
如
来
蔵
と
も
、
覚
性
と
も
訳
さ
れ
る
が
、
平
た
く
言
え
ば
、
佛
に

な
る
可
能
性
と
定
義
さ
れ
よ
う
か
。
そ
し
て
、
先
述
の
と
お
り
諸
経
論
、
諸
学
派
に
異
説
が
多
い
け
れ
ど
も
、
真
理
が
佛
性
で

あ
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
佛
も
一
般
人
間
も
隔
て
な
し
と
す
る
「
理
佛
性
」
と
、
こ
れ
を
思
索
し
、
修
行
し
、
開
拓
し
て
行
く

「
行
佛
性
」
と
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
、
佛
性
が
成
仏
の
親
因
で
あ
る
意
義
か
ら
し
て
、
こ
れ
を
種
子
と
名
づ
け
る
と
き
、
理
佛
性
は
「
真
如
種
子
」、
行
佛

性
は
「
無
漏
種
子
」
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
て
、
理
佛
性
が
一
切
に
普
遍
す
る
こ
と
を
認
め
て
も
、
そ
の
理
佛
性
を
開
発
す
る

行
佛
性
如
何
と
い
う
問
題
と
な
る
。
行
佛
性
は
性
得
な
り
や
、
そ
れ
と
も
修
得
な
り
や
。
性
得
論
者
は
、
無
漏
種
子
な
る
行
佛

性
は
一
切
に
悉
有
な
り
と
し
、
修
得
論
者
は
有
無
不
定
と
な
す
の
で
あ
っ
て
、
性
得
派
は
〈
理
想
主
義
〉
的
、
修
得
派
は
〈
現

実
主
義
〉
的
と
い
わ
れ
る
。

と
は
い
え
、
修
得
派
も
、
何
ら
か
の
意
味
に
お
い
て
先
天
的
の
も
の
を
認
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
佛
性
説
を
成
立
さ
せ
え
な
い

か
ら
、
い
わ
ば
「
本
有
無
漏
種
子
」
が
一
切
に
具
有
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
論
諍
点
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
一
乗
対

三
乗
論
諍
…
如
来
蔵
を
中
心
と
す
る
唯
心
系
の
一
乗
思
想
と
、
阿
頼
耶
識
を
中
心
と
す
る
唯
識
系
の
三
乗
思
想
、
一
切
皆
成
思

想
と
五
性
各
別
思
想
、
ひ
い
て
は
一
切
有
性
説
と
、
一
分
無
性
説
の
対
立
抗
争
は
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
と
う
け
つ
が
れ
た
。

日
本
に
お
け
る
一
乗
対
三
乗
論
諍
と
い
え
ば
、
平
安
時
代
の
天
台
の
伝
教
と
、
法
相
の
徳
一(

得
一)

と
の
論
戦
が
思
い
浮
か
ぼ

う
。
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そ
し
て
、
こ
の
佛
性
問
題
は
、
当
然
必
然
の
成
行
と
し
て
、
そ
の
焦
点
を
〈
一
闡
提

い
ち
せ
ん
だ
い

不
成
〉
問
題
に
集
中
す
る
。「
一
闡
提
」

（icchantika

）
断
善
根
・
信
不
具
足
・
す
な
わ
ち
成
佛
の
素
質
・
縁
を
欠
く
者
の
存
在
を
法
相
宗
で
は
認
め
る
の
に
対
し
て
、

天
台
、
華
厳
な
ど
大
乗
諸
宗
は
、
一
切
皆
成
佛
の
説
に
立
つ
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
一
闡
提
成
佛
か
不
成
佛
か
は
佛
性
論
の

大
課
題
な
の
で
あ
る
。

こ
の
、「
一
闡
提
」
問
題
と
取
組
ん
だ
経
典
中
、
そ
の
深
刻
さ
に
お
い
て
、
現
存
す
る
如
来
蔵
経
典
群
の
中
で
随
一
と
い
わ
れ

る
の
が
『
涅
槃
経
』
で
あ
り
、
こ
の
論
議
の
長
く
深
い
影
を
負
っ
て
、
つ
い
に
一
闡
提
成
佛
に
漕
ぎ
つ
け
て
行
く滷
。

佛
と
い
わ
れ
る
根
本
は
釈
迦
の
み
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
佛
性
は
万
人
に
備
わ
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
佛
に
な
れ
ぬ
者
が

い
る
。
た
と
え
、
四
波
羅
夷
罪(
淫
・
盗
・
殺
・
妄)

と
か
、
五
無
間
罪(

五
逆
罪
・
殺
母
、
殺
父
、
殺
阿
羅
漢
、
出
佛
身
血
、
破

和
合
僧)

と
か
の
重
罪
を
犯
し
た
者
で
も
佛
道
を
求
め
る
心
を
お
こ
し
て
佛
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ど
ん
な
に
し
て
も
成
佛

で
き
ぬ
者
・
一
闡
提
は
例
外
と
さ
れ
る
。
は
た
し
て
自
分
は
一
闡
提
で
は
な
い
の
か
…
…
。

涅
槃
経
研
究
の
一
権
威
・
横
超
慧
日
師
は
語
る
。

「
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
と
い
い
、
み
な
成
佛
す
る
の
だ
と
い
わ
れ
て
み
て
も
、
た
だ
一
人
の
例
外
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
看

過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
一
人
と
い
う
の
が
、
も
し
も
自
分
の
姿
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
ど
う
か
。
私
に
と
っ

て
佛
性
は
全
く
無
用
の
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
一
闡
提
と
は
ど
う
い
う
者
か
。
も
う
少
し
具
体
的
に
そ
の
説
明
を

聞
い
て
み
よ
う
。
梵
行
品
の
中
に
一
闡
提
を
定
義
し
て
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。

一
闡
提
は
、
因
果
を
信
ぜ
ず
、
慚
愧
あ
る
な
く
、
業
報
を
信
ぜ
ず
、
現
在
及
び
未
来
世
を
見
ず
、
善
友
に
親
し
ま
ず
、

諸
佛
所
説
の
教
誡
に
随
わ
ず
、
か
く
の
如
き
人
を
一
闡
提
と
名
づ
く澆
。

と
い
い
、
屍
体
に
対
し
て
は
医
師
も
処
置
の
し
よ
う
が
な
い
よ
う
に
、
一
闡
提
に
対
し
て
は
諸
佛
世
尊
と
い
え
ど
も
、
ど
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の
よ
う
に
し
て
も
手
の
下
し
よ
う
が
な
い
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
一
闡
提
の
定
義
に
対
し
て
、
自
分
は

そ
の
何
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
い
い
き
れ
る
人
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
佛
か
ら
逃
げ
佛
を
誹
る
の
み
で
自
己
を
心
か
ら
見

つ
め
て
自
ら
に
愧
じ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
少
し
も
考
え
た
こ
と
の
な
い
人
間
、
そ
う
し
た
人
間
が
佛
に
な
り
得
ぬ
と

い
わ
れ
て
み
て
も
、
そ
れ
を
否
定
す
る
理
由
は
な
い
。
し
か
も
そ
れ
が
自
己
自
身
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
だ
と
す
れ
ば
、
佛

教
の
厳
し
さ
の
前
に
泣
き
伏
す
外
な
い
で
あ
ろ
う
。」潺

こ
の
よ
う
に
自
己
の
機
を
省
み
て
の
緊
張
を
は
ら
み
つ
つ
、
佛
性
論
は
深
刻
甚
大
に
論
究
さ
れ
て
来
た
。
般
若
経
、
華
厳
経
、

勝
鬘
経
、
楞
伽
経
の
諸
経
、
お
よ
び
瑜
伽
論
、
顕
揚
論
、
荘
厳
論
、
佛
性
論
、
唯
識
論
、
佛
地
論
な
ど
な
ど
。
し
か
し
て
、『
涅

槃
経
』
は
、
こ
の
佛
性
論
の
宝
蔵
と
さ
れ
、
他
の
諸
経
は
こ
れ
に
付
随
す
る
に
過
ぎ
ぬ
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

涅
槃
経
は
高
貴
徳
王
菩
薩
品
や
師
子
吼
菩
薩
品
で
は
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
、
一
切
皆
成
佛
の
理
想
を
か
か
げ
る
。

諸
の
衆
生
は
皆
佛
な
り
。
佛
性
を
以
て
の
故
に
、
一
闡
提
等
本
心
を
捨
離
す
れ
ば
、
悉
く
當
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を

成
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
と
知
る潸
。

善
男
子
、
大
慈
大
悲
を
名
け
て
佛
性
と
為
す
。
何
を
以
っ
て
の
故
に
。
大
慈
大
悲
は
常
に
菩
薩
に
随
ふ
、
影
の
形
に
随
ふ

が
如
し
。
一
切
衆
生
、
必
定
し
て
當
に
大
慈
大
悲
を
得
べ
し
。
是
の
故
に
説
き
て
「
一
切
衆
生
悉
く
佛
性
有
り
」
と
言
ふ澁
。

と
。し

か
し
、
現
実
に
は
謗
法
・
破
戒
の
徒
が
存
在
し
つ
づ
け
る
。
彼
ら
も
成
佛
し
う
る
も
の
か
、
否
か
。
こ
の
問
題
を
真
正
面

に
し
て
、
長
大
複
雑
な
論
議
が
経
中
に
展
開
さ
れ
て
行
く
。
そ
し
て
、
つ
い
に
、「
我
常
に
一
切
衆
生
悉
く
佛
性
有
り
、
乃
至
一

闡
提
等
も
亦
佛
性
有
り
と
宣
説
す
。」
に
い
た
る
の
で
あ
る澀
。

し
か
ら
ば
、
涅
槃
経
は
真
っ
向
か
ら
一
闡
提
成
佛
の
旗
幟
を
う
ち
上
げ
る
か
と
思
い
き
や
、
然
ら
ず
で
、
一
闡
提
「
不
成
」

の
断
乎
た
る
主
張
を
も
っ
て
始
ま
る
の
で
あ
る
。
―
こ
れ
は
、
さ
き
の
佛
身
常
住
思
想
が
到
初
か
ら
宣
説
さ
れ
て
変
わ
る
こ
と
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が
な
か
っ
た
の
と
趣
き
を
異
に
す
る
も
の
で
、
悉
有
佛
性
と
一
闡
提
と
の
緊
張
を
孕
み
つ
つ
、
次
第
々
々
に
融
合
、
調
和
、
一

致
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

そ
の
過
程
は
次
の
三
段
階
に
区
分
さ
れ
る
。

一
、「
如
来
性
品
」
を
中
心
と
す
る
初
段
十
八
品
の
一
闡
提
不
成
佛
思
想
と
、

二
、「
迦
葉
品
」
を
中
心
と
す
る
終
段
四
品
の
一
闡
提
成
佛
思
想
。

三
、
右
の
二
つ
の
ピ
ー
ク
を
結
ぶ
橋
渡
し
と
も
言
う
べ
き
中
段
の
「
聖
行
品
」
以
下
三
品
の
三
段
階
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
本
経
成
立
の
時
間
的
経
過
に
よ
る
も
の
か
。
ま
た
懸
案
の
一
闡
提
問
題
の
長
き
影
を
十
分
に
引
い
た
の
ち
、
こ
れ

を
止
揚
す
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
一
闡
提
不
成
佛
は
紆
余
曲
折
を
経
て
の
ち
、
成
佛
の
結
論
に

到
達
し
て
、
真
実
の
一
乗
経
と
な
る
の
で
あ
る
。

衫
　
無
信
闡
提
不
成
佛
論

初
段
（
序
品
か
ら
現
病
品
第
十
八
）
は
、
従
来
の
一
闡
提
不
成
佛
論
を
真
っ
向
か
ら
述
べ
、
そ
の
語
気
断
乎
た
る
も
の
が
あ

る
。

無
信
の
人
は
一
闡
提
と
名
く
。
一
闡
提
と
は
不
可
治
と
名
ふ
。
一
闡
提
を
除
き
て
餘
は
悉
く
冶
し
已
る
。

〈
四
相
品
第
七
之
下
〉潯

一
闡
提
と
は
、
一
切
の
諸
善
の
根
本
を
断
滅
し
、
心
一
切
の
善
法
を
攀
縁
せ
ず
、
乃
至
一
念
の
善
を
生
ぜ
ず
。
〈
同
〉

一
闡
提
を
除
き
、
其
の
餘
の
衆
生
は
是
の
経
を
聞
き
已
ら
ば
、
悉
く
皆
能
く
菩
提
の
因
縁
を
作
る
。

〈
菩
薩
品
第
十
六
之
下
、
一
〉潛

或
い
は
次
の
如
く
長
く
も
苛
酷
な
ま
で
に
一
闡
提
を
排
す
る
。
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復
次
に
善
男
子
、
虚
空
の
中
に
大
雲
雨
を
興
し
て
大
地
に
注
ぐ
に
、
枯
木
、
石
山
、
高
原
、
堆
阜
は
水
の
住
せ
ざ
る
所
、

下
田
に
流
注
し
て
陂
地
悉
く
満
ち
、
無
量
の
一
切
衆
生
を
利
す
る
が
如
し
。
是
の
大
涅
槃
微
妙
の
経
典
も
亦
復
是
の
如
し
。

大
法
雨
を
雨
し
て
普
く
衆
生
を
潤
す
。
唯
一
闡
提
の
菩
提
心
を
発
す
と
は
是
の
処
有
る
こ
と
無
し
。

復
次
に
善
男
子
、
譬
へ
ば
焦
種
の
甘
雨
に
遇
ふ
こ
と
百
千
万
劫
と
雖
も
、
終
に
芽
を
生
ぜ
ず
。
芽
若
生
ぜ
ば
是
の
處
有

る
こ
と
無
き
が
如
し
。
一
闡
提
の
輩
も
亦
復
是
の
如
し
。
是
の
如
き
の
大
般
涅
槃
微
妙
の
経
典
を
聞
く
と
雖
も
、
終
に
菩

提
心
の
芽
を
発
す
る
こ
と
能
は
ず
。
若
能
く
発
せ
ば
是
の
處
有
る
こ
と
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
人
一
切
の
善
根

を
断
滅
す
。
彼
の
焦
種
の
如
く
、
復
菩
提
の
根
芽
を
生
ず
る
こ
と
能
は
ず
。

復
次
に
善
男
子
、
譬
へ
ば
明
珠
を
濁
水
の
中
に
置
く
に
、
珠
の
威
徳
を
以
て
水
即
ち
清
ら
か
と
為
る
。
之
を
淤
泥
に
投

ず
れ
ば
清
か
ら
し
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
如
し
。
是
の
大
涅
槃
微
妙
の
経
典
も
亦
復
是
の
如
し
。
餘
の
衆
生
の
五
無
間
罪
、

四
重
禁
法
の
濁
水
の
中
に
置
か
ば
、
猶
澄
清
の
菩
提
心
を
発
す
べ
し
。
一
闡
提
の
淤
泥
の
中
に
投
ず
れ
ば
、
百
千
万
歳
に

も
清
み
て
菩
提
心
を
起
さ
し
む
る
こ
と
能
は
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
一
闡
提
は
諸
の
善
根
を
滅
し
て
其
の
器
に
非

ざ
る
が
故
な
り
。
假
使
是
の
人
、
百
千
万
歳
是
の
如
き
の
大
涅
槃
経
を
聴
受
す
と
も
、
終
に
菩
提
の
心
を
発
す
こ
と
能
は

ず
。
所
以
は
何
ん
。
善
心
無
き
が
故
な
り
。

復
次
に
善
男
子
、
譬
へ
ば
薬
樹
あ
り
て
名
を
薬
王
と
日
ひ
、
諸
薬
の
中
に
於
て
最
も
殊
勝
為
り
。
…
…
是
大
涅
槃
微
妙

の
経
典
も
亦
復
是
の
如
し
。
能
く
一
切
衆
生
の
悪
業
、
四
波
羅
夷
、
五
無
間
罪
、
若
は
内
、
若
は
外
、
所
有
の
諸
悪
を
除

く
。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
妙
経
典
は
諸
経
中
の
王
、
彼
の
薬
樹
の
諸
薬
中
の
王
な
る
が
如
し
。
若
は
是
大
涅
槃
を
修

得
し
、
及
び
修
せ
ざ
る
者
有
り
。
若
は
是
経
典
の
名
字
有
る
を
聞
き
、
聞
き
己
り
て
敬
信
せ
ん
。
所
有
の
一
切
煩
悩
の
重

病
悉
く
除
滅
す
。
唯
一
闡
提
の
輩
を
し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
安
住
せ
し
む
る
能
は
ず
。
彼
の
妙
薬
能
く
種
種
の
重

病
を
療
愈
す
と
雖
も
、
而
も
必
死
の
人
を
治
す
る
能
は
ざ
る
が
如
し
。
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復
次
に
善
男
子，

人
手
に
瘡
あ
り
て
毒
薬
を
提
持
す
れ
ば
、
毒
即
ち
随
っ
て
入
る
。
若
瘡
無
き
者
は
毒
即
ち
入
ら
ざ
る

が
如
し
。
一
闡
提
の
輩
も
亦
復
是
の
如
し
。
菩
提
の
因
無
し
。
瘡
無
き
者
毒
入
る
こ
と
を
得
ざ
る
が
如
し
。
所
謂
瘡
と
は

即
ち
無
上
菩
提
の
因
縁
、
毒
と
は
即
ち
是
第
一
の
妙
薬
な
り
。
全
く
瘡
無
き
者
は
一
闡
提
を
謂
ふ
。
…
…

復
次
に
善
男
子
、
譬
へ
ば
大
雨
の
終
に
空
に
住
せ
ざ
る
が
如
し
。
是
の
大
涅
槃
微
妙
の
経
典
も
亦
復
是
の
如
し
。
普
く

法
爾
を
雨
す
。
一
闡
提
に
於
い
て
は
即
ち
休
す
る
こ
と
能
は
ず
。
是
一
闡
提
は
周
体
密
緻
に
し
て
、
猶
し
金
剛
の
外
を
物

を
容
れ
ざ
る
が
如
し
。
…
…

一
闡
提
と
は
名
け
て
無
目
と
為
す
。
是
の
故
に
阿
羅
漢
道
を
見
ず
。
阿
羅
漢
の
如
く
生
死
険
悪
の
道
を
行
ぜ
ず
。
目
無

き
を
以
て
の
故
に
、
方
等
を
誹
謗
し
て
修
習
を
欲
せ
ず濳
。

等
々
々
。

曰
く
「
焦
種
」、
曰
く
「
断
善
根
」、
曰
く
「
非
器
」、
曰
く
「
必
死
」、
曰
く
、「
無
目
」。
以
下
「
生
盲
の
一
闡
提
」、「
大
竜

の
一
闡
提
」、「
不
横
死
の
一
闡
提
」
と
酷
烈
を
き
わ
め
る
。

し
か
も
当
時
の
「
大
乗
非
佛
説
」
論
の
抬
頭
と
い
う
事
情
が
露
顕
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い潭
。

要
必
ず
大
乗
方
等
如
来
の
秘
蔵
、
一
切
衆
生
皆
佛
性
有
る
を
宣
説
す
。
善
男
子
、
一
闡
提
有
り
て
羅
漢
の
像
を
作
り
、

空
處
に
住
し
て
方
等
大
乗
経
典
を
誹
謗
す
。
諸
々
の
凡
夫
人
、
見
己
り
て
皆
真
の
阿
羅
漢
是
大
菩
薩
と
謂
ふ
。
是
一
闡
提

悪
比
丘
の
輩
・
阿
蘭
若
處
に
任
し
て
阿
蘭
若
法
を
壊
す
。
他
の
利
を
得
る
を
見
て
心
嫉
妬
を
生
じ
、
是
の
如
き
の
言
を
作

さ
く
、「
所
有
の
方
等
大
乗
経
典
は
、
悉
く
是
天
魔
波
旬
の
説
く
所
」
と
。「
如
来
是
無
常
の
法
」
と
説
く
。
正
法
を
毀
滅

し
衆
僧
を
破
壊
す
。

復
是
の
言
を
作
さ
く
、「
波
旬
の
所
説
は
善
順
の
説
に
非
ず
。」
是
の
宣
説
を
作
す
邪
悪
の
法
な
り
。
是
の
人
悪
を
作
し
て

即
ち
報
を
受
く
る
こ
と
乳
の
酪
と
成
る
が
如
く
な
ら
ず
。
灰
の
火
上
に
覆
ふ
を
、
愚
軽
ん
じ
て
之
を
踏
む
。
是
の
如
き
の
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人
は
一
闡
提
と
謂
ふ
。
是
の
故
に
當
に
知
る
べ
し
。
大
乗
方
等
微
妙
の
経
典
は
必
定
清
浄
な
り
。
摩
尼
珠
、
之
を
濁
水
に

投
ず
れ
ば
水
即
ち
為
に
清
む
が
如
し
。
大
乗
経
典
も
亦
復
是
の
如
し澂
。

人
々
か
ら
聖
賢
と
仰
が
れ
る
阿
羅
漢
で
大
乗
経
典
を
誹
謗
す
る
者
は
、
犯
禁
や
五
逆
よ
り
も
一
闡
提
と
断
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
空
處
に
住
し
て
」、
世
の
騒
が
し
さ
を
避
け
、
お
の
れ
独
り
高
し
と
す
る
小
乗
家
。
い
わ
ば
小
乗
の
徒
た
る
あ
の
律

法
学
者
・
パ
リ
サ
イ
派
の
面
貌
で
あ
る
。

学
者
と
パ
リ
サ
イ
人
と
は
モ
ー
セ
の
座
を
占
む
。
さ
れ
ば
凡
て
そ
の
言
ふ
所
は
守
り
て
行
へ
。
さ
れ
ど
そ
の
所
作
に
は
效

ふ
な
。
彼
ら
は
言
ふ
の
み
に
て
行
は
ぬ
な
り
。
ま
た
重
き
荷
を
括
り
て
人
の
肩
に
の
せ
、
己
は
指
に
て
之
を
動
か
さ
ん
と

も
せ
ず
。
凡
て
そ
の
所
作
は
人
に
見
ら
れ
ん
為
に
す
る
な
り
。
即
ち
経
札
を
幅
ひ
ろ
く
し
、
衣
の
總
を
大
く
し
、
饗
宴
の

上
席
、
会
堂
の
上
座
、
市
場
に
て
の
敬
礼
、
ま
た
人
に
ラ
ビ
と
呼
ば
る
る
こ
と
を
好
む
。〈
マ
タ
イ
二
三
‥
一
〜
七
〉

し
か
も
、「
阿
蘭
若
處
に
住
し
て
阿
蘭
若
法
を
壊
し
」、「
他
の
利
を
得
る
を
見
て
心
嫉
妬
を
生
ず
る
」
と
、
そ
の
偽
善
者
ぶ

り
を
暴
露
し
て
、「
所
有
の
方
等
大
乗
経
典
は
悉
く
是
天
魔
波
旬
の
説
く
所
」、
或
い
は
「
如
来
是
無
常
の
法
」
と
し
て
、「
正

法
を
毀
滅
し
衆
僧
を
破
壊
す
」
と
断
ぜ
ら
れ
る
。

禍
害
な
る
か
な
、
偽
善
な
る
学
者
、
パ
リ
サ
イ
人
よ
、
な
ん
ぢ
ら
は
人
の
前
に
天
国
を
閉
し
て
自
ら
入
ら
ず
、
入
ら
ん
と

す
る
人
の
入
る
も
許
さ
ぬ
な
り
。
禍
害
な
る
か
な
、
偽
善
な
る
学
者
、
バ
リ
サ
イ
人
よ
、
汝
ら
は
一
人
の
改
宗
者
を
得
ん

た
め
に
海
陸
を
経
め
ぐ
り
、
既
に
得
れ
ば
、
之
を
己
に
倍
し
た
る
ゲ
ヘ
ナ
の
子
と
な
す
な
り
。〈
マ
タ
イ
二
三
‥
一
三
〜
一

五
〉

も
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
外
道
に
あ
て
る
も
の
で
あ
っ
た
一
闡
提
思
想
は
、
そ
の
後
、
歴
史
の
進
展
に
従
い
、
内
に
大
乗
非
佛
説

論
の
抬
頭
を
見
る
に
い
た
っ
て
、
内
攻
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
迦
葉
と
佛
陀
と
の
応
答
に
地
獄
界
に
あ
る
者
へ
の
言
及
が
あ
る
。「
我
今
背
痛
む
」
と
病
臥
し
て
黙
然
た
る
佛
陀
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に
、
迦
葉
「
願
は
く
ば
起
ち
て
妙
法
を
演
べ
、
衆
生
を
利
益
し
、
諸
々
の
外
道
を
催
伏
し
た
ま
へ
」
と
請
え
ば
、
臥
よ
り
起
ち

て
結
跏
趺
坐
、
大
光
明
を
放
つ
。

各
種
雑
色
の
光
明
を
出
す
。
青
、
黄
、
赤
、
白
、
紫
、
頗
梨
色
な
り
。
是
の
諸
々
の
光
明
皆
悉
く
阿
鼻
地
獄
、
想
地
獄
、

黒
縄
地
獄
、
衆
合
地
獄
、
叫
喚
地
獄
、
大
叫
喚
地
獄
、
焦
熱
地
獄
、
大
焦
熱
地
獄
に
編
至
す
。
是
の
八
地
獄
の
其
の
中
の

衆
生
は
常
に
諸
苦
に
逼
切
せ
ら
る
。
所
謂
焼
煮
、
火
炙
、
斫
刺
、
皮
剥
、
斯
の
災
に
遇
ひ
已
ら
ば
、
是
の
如
き
の
衆
苦
悉

く
滅
し
て
餘
り
無
し
。
安
隠
清
源
、
快
楽
無
極
な
り
。
是
の
光
明
の
中
に
如
来
秘
密
の
蔵
を
宣
説
し
、「
諸
の
衆
生
皆
佛
性

有
り
」
と
言
ふ
。
衆
生
聞
き
已
り
て
即
便
命
終
し
て
人
天
の
中
に
生
ず
。

乃
至
八
種
の
寒
冰
地
獄
、
所
謂
、
阿
波
波
地
獄
、
阿
叱
叱
地
獄
、
阿
羅
羅
地
獄
、
阿
婆
婆
地
獄
、
優
鉢
羅
地
獄
、
波
頭
摩

地
獄
、
拘
物
頭
地
獄
、
芥
陀
利
地
獄
な
り
。
是
の
中
の
衆
生
常
に
寒
苦
に
逼
悩
せ
ら
る
。
所
謂
襞
裂
身
体
砕
壊
、
互
相
残

害
斯
の
光
に
遇
ひ
已
ら
ば
、
是
の
如
き
等
の
苦
も
亦
滅
し
て
餘
無
し
。
即
ち
調
和
温

身
に
適
す
る
こ
と
を
得
。
是
の
光
明

の
中
に
亦
如
来
秘
密
の
蔵
を
説
き
て
、「
諸
々
の
衆
生
皆
佛
性
有
り
」
と
言
ふ
。
衆
生
聞
き
已
り
て
即
便
命
終
し
て
人
天
の
中
に

生
ず
。
爾
の
時
に
此
の
閻
浮
提
界
及
び
餘
の
世
界
に
於
て
、
有
ら
ゆ
る
地
獄
皆
悉
く
空
虚
に
し
て
罪
を
受
く
る
者
無
し
、
一
闡

提
を
除
く潼
。

と
。
止
ど
め
を
さ
す
よ
う
に
、「
一
闡
提
を
除
く
。」
と
斬
り
捨
て
ら
れ
る
。
地
獄
界
も
「
諸
の
衆
生
佛
性
有
り
」
と
重
言
さ
れ

て
い
る
の
に
。

或
い
は
、
佛
の
毛
孔
よ
り
出
で
た
蓮
華
の
一
つ
一
つ
に
佛
身
が
あ
ら
わ
れ
、

所
有
の
衆
生
斯
の
光
に
遇
ひ
已
り
て
、
盲
者
は
色
を
見
、
聾
者
は
声
を
聞
き
、
唖
者
は
能
く
言
ひ
、
拘
躄
は
能
く
行
き
、

貪
者
は
財
を
得
、
慳
者
は
能
く
施
し
、
恚
者
は
慈
心
に
、
不
信
者
は
信
ず
。
是
の
如
く
世
界
に
一
衆
生
の
悪
法
を
修
行
す

る
無
し
。
一
闡
提
を
除
く潘
。
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と
、「
一
闡
提
」
は
除
外
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
餓
鬼
、
畜
生
も
、「
諸
の
衆
生
皆
佛
性
有
り
」
と
明
言
さ
れ
な
が
ら
、
大
乗
方
等
正
典
を
誹
謗
す
る
一
闡
提
は
断
除

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
見
て
来
た
よ
う
に
、「
一
闡
提
を
除
く
」
が
、
く
り
か
え
し
、
く
り
か
え
し
強
張
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
何
か
の
意
図

も
か
く
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
悪
党
に
悪
の
ほ
ど
を
認
識
せ
し
め
ね
ば
改
悛
は
期
し
得
な
い
。
如
上
の
非
情
酷
烈
な
告

発
に
は
、
そ
の
よ
う
な
活
人
剣
が
秘
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
…
…
。
憎
ん
で
喜
ぶ
は
小
人
。
憎
む
は
愛
す
る
が
ゆ
え
は
菩

薩
と
言
う
で
は
な
い
か
。

は
た
し
て
、
一
闡
提
不
成
佛
を
専
説
す
る
か
に
見
ゆ
る
初
段
に
も
、
や
が
て
中
段
、
終
段
と
展
開
す
る
成
佛
思
想
の
伏
線
と

も
な
る
べ
き
個
所
が
散
見
す
る
の
で
あ
る
。

若
し
菩
薩
有
り
て
、
所
作
の
善
業
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
回
向
す
る
時
、
一
闡
提
の
輩
復
毀

し
破
壊
し
て
信
ぜ
ず
と

雖
も
、
然
も
諸
の
菩
薩
、
猶
故
施
与
し
て
共
に
無
上
の
道
を
成
就
せ
ん
と
欲
す
。
何
を
以
て
の
故
に
。
諸
佛
の
法
爾
な
り
。

〈
菩
薩
品
第
十
六
〉澎

と
い
う
意
外
、
望
外
な
言
辞
が
突
如
う
ち
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
大
悲
一
闡
提
の
意
が
含
ま
れ
て
お
り
、
無
性
、
焦
種
の
一
闡
提

に
も
、
他
日
発
心
生
善
の
縁
あ
る
や
と
伺
わ
せ
て
い
る
。

し
か
も
、

彼
の
一
闡
提
は
佛
性
有
り
と
雖
も
、
而
も
無
量
の
罪
垢
に
纏
は
れ
、
出
づ
る
こ
と
を
得
る
こ
と
能
は
ざ
る
、
蠶
の
繭
に
處

る
が
如
し
。
是
の
業
縁
を
以
て
、
菩
提
の
妙
因
を
生
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
生
死
に
流
転
し
て
、
窮
り
己
む
こ
と
有
る
こ
と

無
し
。〈
菩
薩
品
第
十
六
〉澑
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と
は
世
に
知
ら
れ
る
譬
で
あ
る
が
、
も
し
繭
を
破
る
を
得
れ
ば
、
と
い
う
思
い
を
も
よ
お
さ
し
め
る
。

さ
ら
に
、
純
陀
の
最
後
の
供
養
に
あ
た
っ
て
、
佛
陀
は
会
衆
を
慰
め
ん
と
て
大
偈
を
説
い
た
が
、
そ
の
中
に
、

假
使
烏
と
梟
と
、
同
じ
く
共
に
一
樹
に
棲
み
て
、
猶
親
兄
弟
の
如
く
せ
ば
、
爾
し
て
乃
ち
永
く
涅
槃
せ
ん
。

假
使
蛇
鼠
狼
、
同
じ
く
一
穴
に
処
し
て
、
相
愛
す
る
こ
と
兄
弟
の
如
く
ん
ば
、
爾
し
て
乃
ち
永
く
涅
槃
せ
ん
。

如
来
一
切
を
視
る
こ
と
、
猶
し
羅

羅
の
如
し
。
常
に
衆
生
の
尊
と
為
る
、
云
何
ぞ
永
く
涅
槃
せ
ん
。

假
使
七
葉
華
の
、
転
じ
て
婆
師
香
と
為
り
、
迦
留
鎮
頭
と
為
ら
ば
、
爾
し
て
乃
ち
永
く
涅
槃
せ
ん
。

如
来
一
切
を
視
る
こ
と
、
猶
し
羅

羅
の
如
し
。
云
何
ぞ
慈
悲
を
捨
て
て
、
永
く
涅
槃
に
入
ら
ん
。

假
使
一
切
衆
の
、
一
時
に
佛
道
を
成
じ
、
諸
々
の
過
患
を
遠
離
せ
ば
、
爾
し
て
乃
ち
涅
槃
に
入
ら
ん
。〈
一
切
大
衆
所
問
品

第
十
七
〉濂

さ
て
は
、

我
又
、
閻
浮
提
に
於
い
て
、
一
闡
提
と
為
る
を
示
現
す
。
衆
生
皆
、
是
一
闡
提
と
見
る
。
然
る
に
我
、
実
は
一
闡
提
に
非

ざ
る
な
り
。
一
闡
提
な
ら
ば
云
何
ぞ
能
く
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
ぜ
ん
。〈
四
相
品
第
七
・
上
〉潦

と
あ
り
こ
れ
は
、
一
闡
提
に
成
菩
提
の
因
縁
を
結
ば
し
め
る
連
鎖
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
難
治
三
機
、

世
に
三
人
の
其
の
病
治
し
難
き
有
り
。
一
つ
に
は
大
乗
を
謗
り
、
二
つ
に
は
五
逆
罪
、
三
つ
に
は
一
闡
提
な
り
。
是
の
如

き
の
三
病
は
世
の
中
の
極
重
な
り
。
悉
く
聲
聞
、
縁
覚
の
能
く
治
す
る
所
に
非
ず
。〈
現
病
品
第
十
八
〉澳

と
は
、
三
乗
の
能
く
治
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
佛
菩
薩
に
よ
れ
ば
、
と
い
う
余
韻
を
聞
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
、

又
解
脱
と
は
、
名
け
て
虚
寂
と
曰
ふ
。
不
定
有
る
こ
と
無
し
。
不
定
者

．
．
．

、
如
一
闡
提

．
．
．
．

。
究
竟
不
移

．
．
．
．

、
犯
重
禁
者

．
．
．
．

、
不
成
佛

．
．
．
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道．
、
無
有
是
處

．
．
．
．

。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
人
若
し
佛
の
正
法
中
に
於
て
、
心
浄
信
を
得
ば
、
爾
の
時
に
即
便
一
闡
提
を

滅
す
。〈
四
相
品
第
七
・
下
〉澣

の
傍
点
の
個
所
を
、

不
定
と
は
、
一
闡
提
究
竟
じ
て
移
ら
ず
。
重
禁
を
犯
す
者
は
佛
道
を
成
せ
ず
。
是
の
處
有
る
こ
と
無
き
が
如
し
。

と
読
ま
ず
に
、

不
定
と
は
、
一
闡
提
の
如
し
。
究
竟
じ
て
移
ら
ざ
る
、
重
禁
を
犯
す
者
の
佛
道
を
成
ぜ
ざ
る
こ
と
、
是
の
處
有
る
こ
と
無

し
。

と
「
究
竟
不
移
」
の
一
句
を
上
の
一
闡
提
に
付
け
ず
、
下
の
「
犯
重
禁
者
」
の
ほ
う
に
付
け
て
読
め
ば
、「
一
闡
提
」
は
不
定
な

る
が
ゆ
え
に
、
成
佛
す
る
可
能
性
あ
り
、
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
終
段
、
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
二
十
二
に
い
た
っ
て
、

善
男
子
、
一
闡
提
は
亦
決
定
せ
じ
。
若
し
決
定
せ
ば
是
の
一
闡
提
は
終
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
能
は
ず
。

決
定
せ
ざ
る
を
以
て
、
是
の
故
に
能
く
得
。」〈
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
二
十
二
・
二
〉澡

と
開
花
す
る
種
子
が
、
す
で
に
初
段
中
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

マ
タ
イ
の
救
済
と
召
命
記
念
の
祝
宴
に
招
か
れ
、
取
税
人
、
罪
人
た
ち
と
食
卓
に
着
く
イ
エ
ス
を
、
パ
リ
サ
イ
の
徒
は
、「
な

に
ゆ
え
、
取
税
人
・
罪
人
ら
と
共
に
食
す
か
」
と
難
じ
た
が
、
取
税
人
・
罪
人
ら
を
以
て
救
済
の
埒
外
に
し
た
が
ゆ
え
で
あ
り
、

イ
エ
ス
は
、「
健
か
な
る
者
は
医
者
を
要
せ
ず
、
た
だ
病
め
る
者
こ
れ
を
要
す
。
…
我
は
正
し
き
者
を
招
か
ん
と
に
あ
ら
で
、
罪

人
を
招
か
ん
と
て
来
た
れ
り
。」
と
宣
言
し
て
、
そ
の
差
別
観
を
打
破
し
た
〈
マ
タ
イ
九
‥
一
一
〜
一
三
〉。

そ
も
そ
も
、
一
闡
提
と
い
っ
て
、
ど
こ
で
そ
れ
を
区
分
す
る
も
の
か
。
―
今
ま
で
「
破
一
切
戒
、
誹
謗
正
法
及
一
闡
提
」
と

か
、「
五
逆
罪
、
誹
謗
正
法
及
一
闡
提
」
と
並
べ
ら
れ
て
来
た
が
、
そ
の
犯
禁
や
謗
法
と
一
闡
提
と
は
、
ど
こ
で
区
別
さ
れ
る
の

か
。
ど
こ
ま
で
が
「
一
闡
提
」
で
な
く
、
ど
こ
か
ら
が
「
一
闡
提
」
と
さ
れ
る
の
か
。
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「
一
切
大
衆
所
問
品
第
十
七
に
、
純
陀
が
「
一
闡
提
と
は
其
の
義
如
何
」
と
問
う
の
に
対
し
て
、
佛
陀
は
次
の
如
く
答
え
て
い

る
。

若
し
比
丘
及
び
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
、

悪
言
を
発
し
て
正
法
を
誹
謗
し
て
、
是
の
重
業
を
造
り
て
永
く
改
悔
せ

ず
、
心
に
慙
愧
無
き
有
ら
ば
是
の
如
き
等
の
人
は
、
名
け
て
一
闡
提
の
道
に
趣
向
す
と
為
す
。
若
し
四
重
を
犯
し
五
逆
罪

を
作
り
、
自
ら
定
ん
で
是
の
如
き
重
事
を
犯
す
を
知
り
て
、
而
も
心
す
べ
て
怖
畏
、
慚
愧
無
く
、
肯
て
発
露
せ
ず
、
佛
の

正
法
に
於
て
永
く
護
惜
建
立
の
心
無
し
。
毀
誓
軽
賎
し
て
多
く
の
過
咎
を
言
ふ
。
是
の
如
き
等
の
人
も
亦
一
闡
提
の
道
に

趣
向
す
と
名
く
。
若
復
説
き
て
、
佛
法
衆
無
し
と
言
ふ
。
是
の
如
き
等
の
人
も
亦
一
闡
提
の
道
に
趣
向
す
と
名
く
。
唯
此

の
如
き
の
一
闡
提
の
輩
を
除
き
て
、
其
の
餘
の
者
に
施
す
は
一
切
讃
歎
す
。〈
一
切
大
衆
所
問
品
第
十
七
〉澤

と
さ
れ
て
い
る
が
、「
一
闡
提
の
道
に
趣
向
す
る
」
者
が
、
ど
こ
ま
で
行
け
ば
「
一
闡
提
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
も
、
そ
も
そ
も
「
一
闡
提
」
と
い
っ
て
、

一
闡
提
と
は
因
果
を
信
ぜ
ず
、
慙
愧
有
る
こ
と
無
く
、
業
報
を
信
ぜ
ず
、
現
在
及
び
未
来
世
を
見
ず
、
善
友
に
親
ま
ず
、

諸
佛
所
説
の
教
戒
に
随
は
ず
、〈
梵
行
品
第
二
十
之
四
〉澹

と
聞
い
て
、
誰
し
も
が
身
に
覚
え
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
一
闡
提
を
無
縁
と
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
イ
エ
ス
は
、
パ
リ
サ
イ
派
に

対
し
て
「
ま
こ
と
に
汝
ら
に
告
ぐ
、
取
税
人
と
遊
女
と
は
汝
ら
に
先
だ
ち
て
神
の
国
に
入
る
な
り
。」
と
宣
し
て
、
当
時
の
い
わ

ば
一
闡
提
不
成
論
を
打
ち
破
っ
た
。〈
マ
タ
イ
二
一
‥
三
一
〉
ま
た
、〈
異
邦
人
〉
を
も
っ
て
無
割
礼
の
徒
で
あ
る
と
し
て
、
救

済
の
埒
外
に
排
除
し
て
い
た
。
パ
ウ
ロ
も
そ
の
通
念
を
語
っ
て
、「
肉
に
よ
り
て
は
異
邦
人
に
し
て
、
肉
に
行
ひ
た
る
か
の
割
礼

あ
り
と
称
ふ
る
者
に
無
割
礼
と
称
へ
ら
る
る
汝
ら
、
さ
き
に
は
キ
リ
ス
ト
な
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
籍
に
あ
ず
か
り
な
く
、
世

に
在
り
て
、
希
望
な
く
、
神
な
き
者
な
り
き
」
と
し
、
し
か
し
て
、
そ
の
「
隔
て
の
中
籬
」
が
毀
た
れ
た
、
と
宣
明
し
た
〈
エ

ペ
ソ
二
‥
一
一
〜
二
二
〉
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「
一
闡
提
」
と
い
え
ば
、「
凡
て
の
人
、
罪
を
犯
し
た
れ
ば
神
の
栄
光
を
受
く
る
に
足
ら
ず
」
で
あ
り
〈
ロ
ー
マ
三
‥
二
三
〉、

「
他
の
者
の
ご
と
く
生
れ
な
が
ら
怒
り
の
子
」
と
、
万
人
一
闡
提
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
〈
エ
ペ
ソ
二
‥
三
〉。
度
し
難
き

一
闡
提
と
。

い
わ
ゆ
る
〈
暗
証
の
禅
師
〉
と
共
に
〈
誦
文
の
法
師
〉
も
排
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
自
己
自
身
の
機
を
省

み
る
こ
と
な
く
し
て
、
一
闡
提
成
不
成
を
論
議
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
紹
介
し
た
横
超
彗
日
師
の
述
懐
の
ご

と
く
、
一
闡
提
の
問
題
は
対
岸
の
問
題
で
は
な
く
、
自
己
自
身
に
ひ
き
つ
け
て
、
実
存
的
に
味
得
し
な
け
れ
ば
。

一
闡
提
成
不
成
の
問
題
は
、
外
の
問
題
、
他
の
問
題
で
は
な
く
、
内
の
問
題
、
自
己
の
問
題
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
。
使
徒

パ
ウ
ロ
が
二
十
一
の
罪
悪
を
あ
げ
、「
凡
て
人
を
審
く
者
よ
、
な
ん
ぢ
言
ひ
逃
る
る
術
な
し
、
他
の
人
を
審
く
は
、
正
し
く
己
を

罪
す
る
な
り
。
人
を
さ
ば
く
汝
も
み
ず
か
ら
同
じ
事
を
行
へ
ば
な
り
。
か
か
る
事
を
お
こ
な
ふ
者
を
罪
す
る
神
の
審
判
は
真
理

に
合
へ
り
と
我
ら
は
知
る
。
か
か
る
事
を
お
こ
な
ふ
者
を
審
き
て
自
己
こ
れ
を
行
ふ
人
よ
、
な
ん
ぢ
神
の
審
判
を
逃
れ
ん
と
思

ふ
か
。」
と
糾
問
し
た
の
も
、
万
人
例
外
な
く
審
判
の
下
に
あ
る
こ
と
を
認
知
さ
せ
、
悔
改
・
救
済
へ
導
く
が
た
め
で
あ
っ
た

(

ロ
ー
マ
二
‥
一
〜
三)

。
今
、
こ
の
項
で
「
一
闡
提
を
除
く
」、「
一
闡
提
を
除
く
」
と
致
命
的
な
宣
告
が
く
り
か
え
さ
れ
、
聞

か
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
を
か
み
し
め
た
い
。

袁
　
親
鸞
と
難
治
三
機

こ
こ
ま
で
来
て
、
視
野
に
入
っ
て
く
る
の
は
親
鸞
で
あ
ろ
う
。
親
鸞
は
衆
知
の
ご
と
く
、『
教
行
信
証
』
中
に
『
涅
槃
経
』
を

引
用
す
る
こ
と
三
十
三
回
。
信
巻
で
は
、
さ
き
に
触
れ
た
難
治
三
機
の
下
り
を
活
用
し
て
い
た
。

夫
れ
佛
難
治
の
機
を
説
き
て
、「
涅
槃
経
」
に
言
は
く
、
迦
葉
、
世
に
三
人
有
り
、
其
の
病
治
し
難
し
、
一
に
は
謗
大
乗
、

二
つ
に
は
五
逆
罪
、
三
に
は
一
闡
提
な
り
。
是
の
如
き
の
三
病
、
世
の
中
に
極
重
な
り
、
悉
く
聲
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
能
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く
治
す
る
所
に
非
ず
。

善
男
子
、
譬
へ
ば
病
有
り
て
必
ず
死
し
て
治
す
る
こ
と
無
か
ら
ん
に
、
若
し
瞻
病
随
意
の
医
薬
有
ら
ん
が
如
し
。
若
し
瞻

病
随
意
の
医
薬
無
く
ん
ば
、
是
の
如
き
之
病
定
ん
で
治
す
可
か
ら
ず
。
當
に
知
る
べ
し
、
是
の
人
必
ず
死
せ
ん
こ
と
疑
は

ず
。

善
男
子
、
是
の
三
種
の
人
、
亦
復
是
の
如
し
。
佛
菩
薩
に
従
ひ
て
法
を
聞
く
こ
と
を
得
己
り
て
、
即
便
ち
能
く
阿
耨
多
羅

三
藐
三
菩
提
心
を
発
さ
ん
。
若
し
聲
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
有
り
て
、
或
は
法
を
説
き
或
は
法
を
説
か
ざ
る
有
ら
ん
。
其
を
し

て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
さ
令
む
る
こ
と
能
は
ず
、
と
。濆

と
。こ

れ
は
、
迦
葉
よ
。
世
の
中
に
は
治
し
難
い
三
病
人
が
あ
る
。
一
つ
は
大
乗
を
謗
る
者
で
あ
り
、
二
つ
は
五
逆
罪
で
あ
り
、

三
つ
は
一
闡
提
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
病
は
世
の
中
で
極
め
て
重
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
聲
聞
や
縁
覚
や

菩
薩
ご
と
き
が
治
す
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

善
男
子
よ
。
譬
へ
ば
、
病
め
ば
き
っ
と
死
ん
で
治
る
こ
と
が
無
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
も
し
看
病
人
と
医
師
と
薬
が
あ

る
な
ら
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
そ
う
い
う
看
病
人
と
医
師
と
薬
が
無
い
な
ら
ば
、
き
っ
と
治
る
こ
と
は
な
い
。
ま

さ
し
く
、
こ
の
人
は
死
ぬ
こ
と
疑
い
な
い
。

善
男
子
よ
。
こ
の
三
種
類
の
人
も
同
様
で
あ
っ
て
、
佛
菩
薩
か
ら
法
を
聞
い
て
治
療
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら

ば
、
た
だ
ち
に
善
菩
提
心
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が(

佛
菩
薩
で
な
く
て)

聲
聞
や
縁
覚
や
普
通
の
菩
薩
な
ど
で
は
、
法
を
説
い
て
も
、
説
か
な
く
て
も
、
善
き
菩
提
心
を

発
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
い
う
論
旨
で
す
。
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し
か
し
、
元
々
の
『
涅
槃
経
』
文
は
、
こ
う
で
は
な
か
っ
た
。
い
ま
一
度
引
用
し
て
比
較
し
て
み
よ
う
。

迦
葉
、
世
に
三
人
の
其
の
病
治
し
難
き
有
り
。
一
つ
に
は
大
乗
を
謗
り
、
二
つ
に
は
五
逆
罪
、
三
つ
に
は
一
闡
提
な
り
。

是
の
如
き
三
病
は
世
の
中
の
極
重
な
り
。
悉
く
聲
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
能
く
治
す
る
所
に
非
ず
。

善
男
子
、
譬
へ
ば
病
有
り
て
必
ず
死
し
て
治
す
る
こ
と
無
し
、
若
は
瞻
病
随
意
の
医
薬
有
ら
ん
が
如
し
、
若
し
瞻
病
随
意

の
医
薬
無
く
ん
ば
、
是
の
如
き
之
病
定
ん
で
治
す
可
か
ら
ず
。
當
に
知
る
べ
し
、
是
の
人
必
ず
死
せ
ん
こ
と
疑
は
ず
。

善
男
子
是
の
三
種
の
人
亦
復
是
の
如
し
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
『
涅
槃
経
』
と
同
文
だ
が
、
こ
の
あ
と
、
原
文
は
、

若
聲
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
有
り
て
、
或
は
説
法
す
る
有
り
、
或
は
説
法
せ
ず
。
其
を
し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
心
を
発

せ
し
む
る
こ
と
あ
た
は
ず
。

と
連
続
し
て
行
く
の
に
対
し
て
、
親
鸞
は
こ
の
冒
頭
に
、
原
文
に
な
い
次
の
一
句
を
挿
入
し
て
い
る
。

…
…
佛
菩
薩
に
従
ひ
て
法
を
聞
く
こ
と
を
得
己
り
て
即
便
ち
能
く
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
せ
む
。(

従
佛
菩
薩
得
聞

法
己
即
便
能
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心)
…
…

つ
ま
り
、
原
文
が
述
べ
る
よ
う
に
、
聲
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
の
説
法
に
よ
っ
て
は
菩
提
心
を
発
し
な
い
け
れ
ど
も
、
こ

こ
に
「
佛
菩
薩
」
に
聞
く
を
得
れ
ば
菩
提
心
を
発
す
る
を
得
と
し
た
の
で
あ
る
。
！

も
と
も
と
こ
の
「
佛
菩
薩
」
に
従
ひ
て
菩
提
心
を
発
し
う
る
の
は
聲
聞
・
縁
覚
級
の
こ
と
な
の
だ
が
、
こ
れ
を
一
闡
提
に
も

及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
！

「
佛
力
に
よ
っ
て
二
乗
の
発
心
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
同
じ
佛
力
に
よ
っ
て
一
闡
提
の
発
心
も
不
可
能
視
せ
ら
れ
る
理
由

は
な
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
二
乗
の
発
菩
提
心
は
一
般
に
不
可
能
と
せ
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
て
、
法

華
経
の
み
が
唯
一
の
例
外
で
あ
る
。
故
に
易
行
品
に
は
、
二
乗
地
に
堕
す
れ
ば
畢
竟
し
て
佛
道
を
遮
す
る
か
ら
、
聲
問
地
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及
び
辟
支
佛
地
に
堕
す
る
も
の
は
菩
薩
の
死
と
名
づ
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。
然
る
に
こ
の
涅
槃
経
で
は
、
佛
力
が
か
く
の

如
き
二
乗
に
も
発
菩
提
心
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
一
闡
提
等
も
も
し
佛
力
が
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
あ
れ

ば
発
菩
提
心
せ
ぬ
筈
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
不
当
で
あ
る
ま
い
。
現
に
涅
槃
経
に
は
、
初
住
の
菩
薩
は
大
慈
を
修
す
る
時

一
闡
提
に
お
い
て
心
差
別
な
し
と
説
か
れ澪
、
ま
た
世
尊
は
一
闡
提
の
根
性
を
知
っ
て
為
に
説
法
せ
ら
れ
る
か
ら
、
た
と
え

善
根
な
く
し
て
現
世
に
お
い
て
は
利
益
を
得
な
く
て
も
後
世
の
因
を
作
す
た
め
に
法
要
を
演
説
さ
れ
る
と
説
か
れ
て
い

る濟
。
然
ら
ば
こ
れ
ら
の
文
に
徴
し
て
、
ま
た
経
文
二
処
の
文
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
人
が
一
闡
提
の
佛
力
に
よ

る
発
菩
提
心
を
結
論
づ
け
ら
れ
た
と
し
て
も
何
等
怪
し
む
所
は
な
い
で
あ
ろ
う濕
。

こ
こ
で
、
後
段
で
述
べ
よ
う
と
す
る
成
佛
論
に
踏
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
本
節
で
取
り
上
げ
た
一
闡
提
不
発
菩
提
心
、

不
成
佛
の
思
想
と
、
そ
れ
が
い
か
な
る
方
向
に
進
む
か
を
も
窺
測
し
た
こ
と
に
な
る
。

罪
人
の
中
に
て
我
は
首
な
り
。
然
る
に
我
が
憐
憫
を
蒙
り
し
は
…
…
。〈
第
一
テ
モ
テ
一
‥
一
五
、
一
六
〉

〈
注
〉

漓
常
盤
大
定
『
佛
性
の
研
究
』(

国
書
刊
行
会
版
・
一
九
七
三
年
）
八
頁
。

滷
望
月
良
晃
『
大
乗
涅
槃
経
の
研
究
』（
春
秋
社
、
平
成
五
年)
「
一
闡
提
は
利
養
に
貪
著
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
団
を
破
壊

す
る
の
で
五
逆
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
り
、
覚
り
に
至
ら
な
い
の
に
覚
り
を
開
い
た
と
妄
語
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
大
妄
語
戒
』

に
違
背
し
て
四
重
禁
を
犯
す
事
に
至
る
」
一
四
頁
。

水
谷
幸
正
「
一
闡
提
攷
」(

佛
教
大
学
研
究
紀
要
　
四
○
号
、
昭
和
三
六
年
一
二
月
）
は
一
闡
提
の
意
味
に
つ
い
て
思
想
史
的
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意
義
を
体
系
的
に
論
究
し
て
精
緻
で
あ
る
。
六
三
〜
一
○
七
頁
。

澆
梵
行
品
第
二
十
四
之
四
。
大
正
一
二
‥
七
二
○
с
〜
七
二
一
а

昭
和
新
纂
国
訳
大
蔵
経
、
経
典
部
、
第
五
巻
、
東
方
書
院
、
四
六
六
頁
。

潺
横
超
慧
日
『
涅
槃
経
と
浄
土
教
』(

平
楽
寺
書
店
、
昭
和
五
九
年
）
二
三
一
頁
。

潸
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
二
二
之
四
。
大
正
一
二
‥
四
七
九
ь
。
昭
和
二
・
五
一
。

澁
師
子
吼
菩
薩
品
第
二
三
之
六
。
大
正
一
二
‥
八
○
二
с
。
昭
和
二
・
二
五
六
。

澀
師
子
吼
菩
薩
品
第
二
三
之
一
。
大
正
一
二
‥
七
六
九
а
。
昭
和
二
・
一
二
六
。

潯
四
相
品
第
七
之
下
。
大
正
一
二
‥
六
三
一
а
。
昭
和
一
・
一
一
○
。

潛
菩
薩
品
第
十
六
之
下
。
大
正
一
二
‥
六
五
八
с
。
昭
和
一
・
二
一
八
。

濳
菩
薩
品
第
十
六
之
上
。
大
正
一
二
‥
六
五
九
а
。
昭
和
一
・
二
一
九
〜
二
‥
二
四
。

潭
望
月
良
晃
「
大
乗
涅
槃
経
の
研
究
」(
春
秋
社
、
平
成
五
年)

「
大
乗
涅
槃
経
に
お
け
る
教
団
危
機
の
様
相
」
四
九
〜
七
○
頁

参
照
。

澂
菩
薩
品
第
十
六
。
大
正
一
二
‥
六
六
○
а
ь
。
昭
和
一
・
二
二
四
。

潼
現
病
品
第
十
八
。
大
正
一
二
‥
六
七
一
ь
。
昭
和
一
・
二
七
○
、
二
七
一
。

潘
現
病
品
第
十
八
。
大
正
一
二
‥
六
七
一
с
。
昭
和
一
・
二
七
二
。

澎
菩
薩
品
第
十
六
。
大
正
一
二
‥
六
六
○
а
。
昭
和
一
・
二
二
三
。

澑
菩
薩
品
第
十
六
。
大
正
一
二
‥
六
六
○
ь
。
昭
和
一
・
二
二
四
、
二
二
五
。

濂
一
切
大
衆
所
問
品
第
十
七
。
大
正
一
二
‥
六
六
五
с
。
昭
和
一
・
二
四
六
、
二
四
七
。

潦
四
相
品
第
七
之
上
。
大
正
一
二
‥
六
二
九
ь
。
昭
和
一
・
一
○
○
。
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澳
現
病
品
第
十
八
。
大
正
一
二
‥
六
七
三
а
。
昭
和
一
・
二
七
七
。

澣
四
相
品
第
七
之
下
。
大
正
一
二
‥
六
三
三
ь
。
昭
和
一
・
一
一
五
。

澡
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
二
十
二
之
二
。
大
正
一
二
‥
七
三
七
а
。
昭
和
二
・
二
。

澤
一
切
大
衆
所
問
品
第
十
七
。
大
正
一
二
‥
六
六
六
ь
с
。
昭
和
二
五
○
、
二
五
一
。

澹
梵
行
品
第
二
十
之
四
。
大
正
一
二
‥
七
二
○
с
。
昭
和
一
・
四
六
六
。

濆
親
鸞
『
教
行
信
証
』
信
巻(

真
宗
聖
典
、
明
治
書
院)

九
三
頁
。

澪
梵
行
品
第
二
十
之
一
。
大
正
一
二
‥
六
九
六
а
。
昭
和
一
・
三
六
九
。

濟
梵
行
品
第
二
十
之
五
。
大
正
一
二
‥
七
二
五
ь
。
昭
和
一
・
四
八
五
。

濕
横
超
慧
日
『
涅
槃
経
と
浄
土
教
』(
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
五
十
九
年)

一
八
一
・
一
八
二
頁
。

(

次
号
に
つ
づ
く)
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